
No. 440
平成２０年２月２０日 

発行●阿武町役場　編集●阿武町役場総務課　Tel 08388－2－3111 
URL●http://www.town.abu.yamaguchi.jp　印刷●㈲松陰堂印刷所 

百人一首で祖父母と真剣勝負 福賀中（Ｐ6に詳細） 

はやーっ！

2
Feb. 2008

●選　　　奨　　　式� P2・3

●後期高齢者医療制度� P4

●ク ロ ー ズ ア ッ プ� P8

ABU  Community  NewspaperABU  Community  NewspaperABU  Community  Newspaper

夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 



2

選 奨 式選 奨 式
2月11日（建国記念の日） 2月11日（建国記念の日） 

　
長
年
に
わ
た
っ
て
町
の
政
治
、
産
業
、
教
育
、
文
化
、
福
祉
な
ど
に
功

績
の
あ
っ
た
方
や
団
体
、
優
良
勤
続
の
方
を
広
く
賞
揚
す
る
と
共
に
、
そ

の
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
第
４３
回
阿
武
町
選
奨

式
」
が
建
国
記
念
の
日
の
２
月
１１
日
に
役
場
委
員
会
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
選
奨
制
度
は
、
昭
和
４０
年
に
阿
武
町
発
足
１０
周
年
を
記
念
し
て

創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
８
１
９
人
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
多
年
に
わ
た
り
そ
の
職
責
に
お
い
て
、
本
町
の
地
方
自
治
の

確
立
と
町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
、
社
会
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
方
、
公

益
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
方
１３
人
に
選
奨
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

役場委員会室で開催された選奨式 

受賞者の皆さんと中村 
町長（前列左から2番 
目）、木村議会運営委員 
長（前列右から2番目） 

多年、本町の
地方自治の確
立と町政の発
展に尽くす。 

田
中
　
敏
雄

田
中
　
敏
雄
　
５７
歳 

阿
武
町
議
会
議
員 

　
　
　
　
　
　
　
伊
豆 

 

た
　
な
か
　
　
　
と
し
　
お 

多年、本町の
地方自治の確
立と町政の発
展に尽くす。 

末
若
　
憲
二

末
若
　
憲
二
　
５６
歳 

阿
武
町
議
会
議
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
市 

 

す
え
わ
か
　
　
　
け
ん
　
じ 

多年、書を通して
の地域文化の向
上など、社会教育
の振興に尽くす。 

末
舛
百
合
子

末
舛
百
合
子
　
８２
歳 

福
賀
書
友
会
代
表 

　
　
　
　
　
　
　
三
和 

社会 
教育 
功労 

す
え
ま
す
　
ゆ
　
り
　
こ 

自治 
功労 

自治 
功労 

自
治
功
労
2
人
 

教
育
功
労
1
人
 

優
良
勤
続
１０
人
 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



3

  

 

優良 
勤続 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

後
根
　
　
浩

後
根
　
　
浩
　
４５
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
１
分 

団
部
長
　
　
　
西
の
２ 

 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

優良 
勤続 
大
田
　
卓
巳

大
田
　
卓
巳
　
５４
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
６
分 

団
班
長
　
　
　
下
東
郷 

 

阿 武 町阿 武 町

書
道
の
楽
し
さ
を 

こ
れ
か
ら
も
伝
え
ま
す 

末
舛
百
合
子 

 

優良 
勤続 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

惠
美
奈
智
和

惠
美
奈
智
和
　
４９
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
９
分 

団
班
長
　
　
　
　
元
浦 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

優良 
勤続 
水
津
　
和
弘

水
津
　
和
弘
　
４８
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
９
分 

団
班
長
　
　
　
　
今
浦 

え
　
び
　
な
　
と
も
か
ず 

す
い
　
ず
　
　
　
か
ず
ひ
ろ 

 

優良 
勤続 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

内
田
　
　
浩

内
田
　
　
浩
　
５２
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
５
分 

団
班
長
　
　
　
　
木
与 

 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

優良 
勤続 
小
田
　
　
夫

小
田
　
　
夫
　
６４
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
４
分 

団
班
長
　
　
　
　
美
里 

 

う
ち
　
だ
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し 

お
　
だ
　
　
　
し
ず
　
お 

 優良 
勤続 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

西
村
　
勝
美

西
村
　
勝
美
　
６７
歳 

阿
武
町
消
防
団
本
部
団 

員
　
　
　
　
　
　
釜
屋 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

優良 
勤続 
山
本
　
峰
生

山
本
　
峰
生
　
５３
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
６
分 

団
団
員
　
　
　
　
中
村 

 

に
し
む
ら
　
　
　
か
つ
　
み 

や
ま
も
と
　
　
　
み
ね
　
お 

 

　本日は私たちのために盛大に選奨式を開いてい
ただきありがとうございます。 
　私たちは、それぞれ分野は違いますが生き方と
しましても当たり前のこと、ひとつの信じる道を
ただ正直に行ってきただけでございますが、そう
した実直さに光を当てていただき本当にありがと
うございます。私は生来、習字が好きでございま
して、嫁いでからも通信教育の習字をこつこつ続
けていました。今、思いますと日々のわずかな積
み重ねが大きな仕事をするのだと感じ入っていま
す。昭和５０年から福賀書友会の代表を受けさせ
ていただきました。自分の好きなことが、地元の
小学生、中学生に少しでも役立てられればと教室
を始めたものでございます。子どもたちの半紙に
向かう真剣なまなざしを思い出します時、自然と
福賀公民館へ足は向かっておりました。それがい
つしか３０年続いただけのことでございます。そ
して今そうした朴訥な思いがこうした賞に結びつ
いたことは光栄の至りでございます。これからも
体の許す限り、書道のもつ楽しさと奥深さを伝え
ていきたいと思っています。（一部抜粋要約） 

第43回 

う
し
ろ
ね
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し 

お
お
　
た
　
　
　
た
く
　
み 

優良 
勤続 

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

渡
辺
　
文
夫

渡
辺
　
文
夫
　
６０
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
１
分 

団
副
分
団
長
　
　
釜
屋 

  

多年、消防団
の職務に精励
し、使命の達
成に尽くす。 

優良 
勤続 
水
津
　
清
治

水
津
　
清
治
　
５３
歳 

阿
武
町
消
防
団
第
５
分 

団
副
分
団
長
　
　
木
与
　 

 
 

わ
た
な
べ
　
　
　
ふ
み
　
お 

す
い
　
ず
　
　
　
き
よ
は
る 

ぼく とつ 
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※現在、老人保健制度において、一定の障害があり認定を受けている人は、４月以降もそのまま高齢者医療制度の被保険者
　となりますが、３月31日までに「障害認定の申請を撤回する届出」をした場合は、後期高齢者の被保険者になりません。

75歳以上のみなさんに大切なお知らせです！

４月から「後期高齢者医療制度」 
自己負担は1割（高額所得者3割）　保険料は年金から天引き 

保険者は「広域連合」
　４月からすべての75歳（一定の障
害があると認定された65歳）以上の
人は「後期高齢者医療制度」に加入し
ます。この制度は、公平でわかりやす
い制度とするため、都道府県ごとに新
しく設置された「後期高齢者医療広域
連合」が保険者となり、市町が協力し
て運営されます。

対象となる人

■75歳以上の人

■65歳以上の人で寝たきりなど、

　一定の障害がある人（認定を受けた人）

対象となる日

75歳の誕生日から対象となります

会社の健康保険などの被扶養者
だった人も加入します！

　国保の被保険者だった人はもちろ

ん、健康保険組合や船員保険、共済組

合等の加入者に扶養されていた被扶養

者の人はこれまでの保険に代わって、

新しく「後期高齢者医療制度」の被保

険者となります。

新カード保険証が交付されます!
　後期高齢者医療制度の加入者には、

カード型で小さくなった保険証を一人

に１枚交付します。

　この保険証には自己負担の割合（1割

または３割）が記載されています。お

医者さんにかかる時には必ず提示して

ください。

お医者さんにかかるときは

●一般の人・・・１割負担
●現役並みの所得のある人
　　　　　・・・３割負担

　医療費が高額になった時の高額療養費

や入院した時の食事代などは、今までの

老人保健と同じように受けられます。

“保険料”は４月から徴収
■原則として「年金」から天引きされます

■計算方法は「所得割」「均等割」の２方式

■被保険者一人一人に通知書を送付します

　保険料は、年額18万円以上の年金を

受け取っている人は、年金から天引き

（特別徴収）され、それ以外の人は口座

振替や現金で町に納めます（普通徴収）。

保険料が“軽減”される場合があります！
●低所得世帯の人 ： 保険料の均等割が軽減されます。（例：７割・５割・２割軽減）

●被扶養者だった人 ： これまで被用者保険の加入者（被保険者）である子どもと

同居するなど、自分で保険料を払っていなかった人は、後期高齢者医療制度に加入した

時から２年間は、均等割が５割軽減されます。なお、平成20年度に限り半年間は保険

料が免除され、その後半年間は均等割額の１割に軽減されます。

■問い合わせ　役場民生課　☎２－３１１５
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介護予防対象者の把握や介護予防プランの策定、評価などを行います。

介護保険だけではなく、さまざまな制度や地域

資源との連携による、総合的な支援を行います。

高齢者の人権や財産を守る権利擁護事業の拠点

として、成年後見制度の活用や虐待の早期発見・防止を進めます。

包括的・継続的なケアマネジメントが行われるよう、

地域のケアマネージャーの後方支援を行います。

総合相談センターを 
ご存じですか？ 

総合相談センターを 
ご存じですか？ 
高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活を送るためには、

介護サービスをはじめ、福祉、医療、権利擁護などさまざまなサービスを、

包括的・継続的に提供していく必要があります。そこで、高齢者の生活を

支える総合的機関として、総合相談センターが設置されています。

相談には、看護師・社会福祉士などの
専門職が連携して対応します。

◎介護予防マネジメント

◎地域支援の総合相談

◎ケアマネジメント支援

◎権利擁護、虐待の
早期発見・防止

何でもお気軽に 
ご相談ください。 
お待ちしています。 

阿
武
町
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
は
阿
武
町 

社
会
福
祉
協
議
会
内
に
あ
り
ま
す
。 

介護者教室の様子介護者教室の様子 介護者教室の様子 

阿武町総合相談センター　☎２－３３１３ 

●阿武中学校

●みどり保育園

●大覚寺

総合相談センター
（社会福祉協議会内）
総合相談センター

（社会福祉協議会内）

●阿武町町民センター

●警察官奈古駐在所●奈古小学校

国道191号←至萩市 至益田市→

ＪＲ山陰本線
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第
１
弾
は
地
元
産
大
豆
１
０
０
％
使
用
、
お
母
さ
ん
の
手

づ
く
り
「
う
も
れ
木
の
郷
豆
腐
」
を
紹
介
し
ま
す
。
豆
腐
を

作
っ
て
い
る
の
は
、
農
事
組
合
法
人「
う
も
れ
木
の
郷
」と
、

女
性
組
織
「
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
で
現
在
５３

人
の
会
員
で
活
動
し
、
生
産
、
加
工
、
環
境
、
交
流
の
４
つ
の

ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
う
も
れ
木

豆
腐
の
原
材
料
は
法
人
で
栽
培
さ
れ
る
大
豆
「
サ
チ
ユ
タ

カ
」
を
使
用
し
、
タ
ン
パ
ク
質
含
量
が
高
く
、
豆
腐
加
工
適

性
が
優
れ
て
い
ま
す
。
大
豆
は
リ
ノ
ー
ル
酸
を
多
く
含
ん
で

い
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
血
栓
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
多
く
含
み
動
脈
硬
化
を
防
ぎ

皮
膚
の
新
陳
代
謝
を
促
す
働
き
も
あ
り
ま
す
。
豆
腐
づ
く
り

は
、
毎
週
水
、
木
曜
日
と
第
２
、
第
４
日
曜
日
の
月
１０
回
、

１
グ
ル
ー
プ
３
人
ず
つ
の
４
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

１
日
に
出
来
る
数
は
１
２
０
丁
と
と
て
も
稀
少
で
す
。
う
も

れ
木
豆
腐
の
特
徴
は
地
元
宇
生
賀
盆
地
で
自
分
た
ち
が
作
っ

た
大
豆
を
使
い
、
天
然
の
に
が
り
を
使
っ
て
い
ま
す
。
に
が

り
を
少
な
め
に
す
る
こ
と
で
時
間
は
か
か
る
の
で
す
が
、

口
当
た
り
が
滑
ら
か
で
、
大
豆
の
香
り
、
ま
た
甘
み
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
お
か
ら
も
生
臭
み
が
な
い
た
め
、
サ
ラ
ダ
な
ど

に
も
使
え
ま
す
。
う
も
れ
木
豆
腐
は
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
や

道
の
駅（
毎
週
木
曜
日
・
限
定
20
丁
）で
も
購
入
で
き
ま
す
。

自
然
の
味
を
一
度
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

　
１
月
３０
日
の
新
春
懇
話
会（〈
注
１
〉、
町
民
セ
ン
タ
ー
）
の
中

の
講
演
で
山
口
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
の
永
尾
隆
志
准
教

授
が
「
小
さ
な
火
山
の
大
き
な
力
〜
知
っ
て
欲
し
い
阿
武
町
の

火
山
の
す
ば
ら
し
さ
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
福
賀
の
伊
良
尾
山
の

農
道
工
事
現
場
に
あ
ら
わ
れ
た
地
層
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
「
伊
良
尾
山
火
山
は
約
３０
万
年
前
（
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア

大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
て
い
た
頃
）
に
噴
火
し
た
阿
武
火
山
群
最

大
の
火
山
で
マ
グ
マ
の
し
ぶ
き
を
火
山
の
よ
う
に
ふ
き
あ
げ
る
ス

ト
ロ
ン
ボ
リ
噴
火
に
よ
り
マ
グ
マ
が
堆
積
し
現
在
の
高
さ
１
５
０

メ
ー
ト
ル
を
作
り
上
げ
、
そ
の
後
溶
岩
が
１５
㎞
に
わ
た
り
流
れ
出

し
弥
富
、
畳
ヶ
淵
、
龍
鱗
郷
な
ど
弥
富
の
台
地
を
作
り
だ
し
そ
の

長
さ
は
日
本
の
溶
岩
流
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
ま
た
火
山
自
体
が

ろ
過
器
で
伊
良
尾
山
の
名
水
を
作
り
出
し
て
い
る
。
宇
生
賀
盆
地

の
杉
の
う
も
れ
木
が
神
代
杉
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
宇
田
郷
地
区

で
は
宇
田
島
は
地
下
３０
㎞
か
ら
マ
グ
マ
が
吹
き
出
し
地
下
鉱
石
を

持
ち
上
げ
た
火
山
だ
っ
た
。
木
与
地
区
の
日
本
海
側
の
流
紋
岩
は

昔
中
国
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
い
た
」
な
ど
１
時
間
に
わ
た
っ
て
阿

武
町
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
「
阿
武
火
山
群
は
特

殊
な
火
山
地
形
が
特
徴
で
あ
り
、
火
山
を
作
っ
て
い
る
溶
岩
や
地

層
を
観
察
す
る
こ
と
は
非
常
に
歴
史
的
価
値
が
あ
る
。
山
口
県
唯

一
無
二
の
地
層
を
ぜ
ひ
残
し
て
欲
し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
町

で
は
今
後
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
地
質
遺
産〈
注
２
〉を
視
野
に
入
れ

研
究
協
議
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
注
１
　
町
内
の
各
種
団
体
長
が
集
ま
り
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
話

　
　
　
　
し
合
う
年
頭
の
異
業
種
交
流
会
 

　
注
２
　
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
の
も
と
科
学
的
に
見
て
特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、

　
　
　
　
あ
る
い
は
美
し
い
地
質
遺
産
を
複
数
含
む
一
種
の
自
然
公
園
で
す
。
 

山・海・里

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 

まちの話題まちの話題

阿
武
火
山
群
を
地
質
遺
産
に

新
春
懇
話
会
で
永
尾
博
士

福賀中で百人一首大会

百人一首で地域交流
福賀小書初め大会

今年の決意を書に

い
　
　
ら
　
　
お
 

た
た
み
　
が
　
ふ
ち
 

り
ゆ
う
り
ん
き
よ
う
 

 　
福
賀
中
学
校
で
新
春
百
人
一
首
大
会
が

１
月
１５
日
に
生
徒
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、

生
徒
１４
人
と
寿
齢
会
や
保
護
者
６
人
は
、

読
み
手
が
読
む
和
歌
に
耳
を
研
ぎ
澄
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
下
の
句
が

読
ま
れ
な
い
と
取
れ
な
い
の
で
苦
戦
し
ま

し
た
」。寿
齢

会
の
松
田
操

子
さ
ん
（
野

沢
）
は
「
１０

年
ぶ
り
に
や
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。
年
な

の
で
句
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
話
し
な
が
ら

も
生
徒
に
負
け
ず
札
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。
 

     

  

 　
福
賀
小
学
校
で
新
春
書
初
め
大
会
が
１
月
９
日
に
行

わ
れ
、児
童
２３
人
が
、
今
年
一
年
の
決
意
を
真
剣
に
丁

寧
に
書
き
記
し
て
い
ま
し
た
。
書
初
め
の
由
来
は
、
正

月
２
日
は
一
年
の
事
始
め
と
し
、
そ
の
年
の
心
構
え
や

抱
負
な
ど
を
書
き
記
し
、
精
進
す
る
と
う
ま
く
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
か
ら
取
り
組
む

ぐ
ら
い
の
気
持
が
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
意

味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
「
一
期
一
会
」
「
花
鳥
風
月
」

な
ど
と
い
う
言
葉
が
教
室
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
 

山口大学 
永尾准教授 

真剣な表情で 
気持ちをこめて 

１グループ 
３人体制 

寿
齢
会
員
と
生
徒
が
交
流
 

火山弾も公開 

阿武町の逸品シリーズ  Ｎo.１ 

地元・天然にこだわって
ふるさとの逸品

“うもれ木の郷豆腐“

表紙説明 
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５匹の鬼が来襲
みどり保育園で豆まき

                    　
奈
古
高
校
生
活
総
合
科
学
科
３
年
生
１７
人
と
、
奈
古
小
学

校
４
年
生
１６
人
が
、
１
月
２４
日
合
同
で
福
祉
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
が
２
回
目
の
体
験
学
習
で
、
前
回
は
奈
古

高
校
で
、
今
回
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
奈

古
高
校
の
社
会
福
祉
援
助
技
術
時
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、

企
画
か
ら
実
技
内
容
ま
で
高
校
生
が
考
案
し
ま
し
た
。
 

　
車
イ
ス
を
使
っ
た
体
験
、
ゴ
ー
グ
ル
や
ア
イ
マ
ス
ク
を
使

っ
た
体
験
、
手
足
を
固
定
し
た
う
ら
し
ま
太
郎
体
験
な
ど
も

一
緒
に
行
い
、
小
学
生
は
「
動
く
と
き
に
大
変
だ
っ
た
。
毎

日
だ
と
大
変
だ
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
奈
古
高
校
の
生
徒
は
「
み
ん
な
素
直
で
、
興
味
を
持
っ
て

積
極
的
に
体
験
し
て
く
れ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

　
生
徒
、
児
童
共
に
福
祉
の
心
を
養
う
良
い
機
会
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
 

親子で「よいしょ、よいしょ」
みどり保育園もちつき大会

㈱
ナ
ベ
ル
・
新
工
場
が
稼
働
開
始

70
人
体
制
・
月
間
売
上
高
１
億
を
目
指
す

 

      　
み
ど
り
保
育
園
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
が
１
月
１９

日
、
本
園
で
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
総
勢
１
５
０

人
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
よ
い

し
ょ
、よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
子
ど
も

用
き
ね
で
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。
も
ち
が
つ
き

あ
が
る
と
保
護
者
を
含
め
た
全
員
で
も
ち
を
丸
め
 

て
、
紅
・
白
・
緑
の
三
色
の
も
ち
の
完
成
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
「
お
も
ち
を
丸
め
る
と
こ
ろ
が
面
白
か
っ

た
」、「
き
ね
で
つ
く
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
」
と
白
い
粉
を

顔
に
い
っ
ぱ
い
つ
け
て
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

　「
鬼
は
外
」「
福
は
内
」と
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
よ
い

声
が
２
月
１
日
、
み
ど
り
保
育
園
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し

た
。
恒
例
の
節
分
の
豆
ま
き
で
す
。
鬼
は
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど

萩
の
職
員
５
人
が
扮
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
豆
の
か

わ
り
に
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
打
ち
つ
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
鬼
は
こ
わ
か
っ
た
。
ト
イ
レ
に
隠
れ
た
。
豆
を
投
げ
た
ら

に
げ
た
」
と
興
奮
し
た
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

   　
株
式
会
社
ナ
ベ
ル（
永
井
規
夫
代
表
取
締
役
）の
新
工
場（
通

称
Ｌ
ベ
ー
ス
工
場
）が
、１
月
２２
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１２
月
１４
日
に
町
と
の
間
で
、
建
物
（
旧
Ｊ
Ａ
本
所
）
の

賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
の
ち
、
１
カ
月
余
り
の
短
期
間
で

の
操
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
Ｌ
ベ
ー
ス
工
場
は
、
現
在
４９
人
体
制
で
操
業
、
中
・
小
型

の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
用
の
蛇
腹
を
製
造
し
、
月
間
売
上
高
は

早
く
も
３
５
０
０
万
円
を
達
成
。
３
月
に
は
本
稼
働
を
目
指

し
、
７０
人
体
制
に
増
員
し
、
人
員
の
入
れ
替
え
も
行
う
と
の

こ
と
。
田
中
昌
克
・
山
口
工
場
長
は
「
Ｌ
ベ
ー
ス
工
場
は
室

内
も
広
く
作
業
効
率
が
格
段
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
稼
働
が

本
格
化
す
れ
は
Ｌ
ベ
ー
ス
工
場
だ
け
で

月
間
売
上
高
１
億
円
は
達
成
出
来
そ
う

で
す
。
元
気
で
や
る
気
の
あ
る
方
を
募

集
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、従
業
員
の
弘
地
桂
子
さ
ん（
釜

屋
）
は
「
と
に
か
く
通
勤
が
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
室
内
も
広
く
、
き
れ
い
で

働
き
や
す
い
で
す
。
子
ど
も
が
小
さ
い

の
で
保
育
園
や
学
校
が
近
く
 

に
あ
る
の
で
安
心
で
す
、
 

気
持
に
余
裕
が
で
き
ま
し
 

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

 

もし、急に体が
不自由になったら？
奈古高生が奈古小4年生と

福祉学習

もし、急に体が
不自由になったら？
奈古高生が奈古小4年生と

福祉学習

じ
や
ば
ら
 

エ
ル
 

新工場の玄関 広々した室内 

勢いよくきねを 
振り上げます 

ゴーグルをして折り紙を折る体験 

新聞をまいて 
ひじを固定 

高齢者疑似体験 
（うらしま太郎体験） 高校生が車イスの指導 

山口工場長の田中さん 

鬼
の
迫
力
に
子
ど
も
た
ち
も
ビ
ッ
ク
リ
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ケ
ガ
を
乗
り
越
え
「
自
分
に

で
き
る
こ
と
探
し
」 

　
白
松
博
之
さ
ん（
６１
）は
、
農
家

民
宿
「
樵
屋
」
の
オ
ー
ナ
ー
で
、

㈲
あ
っ
た
か
村
の
代
表
で
す
。
　

　
９
年
前
に
枝
打
ち
作
業
中
に
木

か
ら
転
落
、
車
イ
ス
生
活
に
。
ケ

ガ
を
す
る
前
は
、
白
菜
４
ｈａ
・
水

稲
３
ｈａ
を
経
営
す
る
町
で
も
屈
指

の
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
し

た
。
林
業
に
お
い
て
も
町
の
林
業

振
興
会
の
役
員
と
し
て
活
動
を
牽

引
し
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
木
を

こ
だ
わ
っ
て
使
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
ア
イ
デ
ア
を
求
め
て
ま
ち
と

の
交
流
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
間
伐
材
魚
礁
の
考
案
者

の
ひ
と
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
順
風
満
帆
だ
っ
た
人
生
が
事
故

で
一
転
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
。
　

　
農
業
は
長
男
の
靖
之
さ
ん
が
一

手
に
引
き
受
け
ま
し
た
。 

　
苦
し
い
闘
病
生
活
を
乗
り
越

え
、
ケ
ガ
か
ら
復
帰
し
て
ま
ず
は

じ
め
た
の
は「
で
き
る
こ
と
探
し
」

で
町
の
林
業
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
り
で
し
た
。 

　
そ
の
翌
年
、
阿
武
町
林
業
振
興

会
は
、
長
年
に
わ
た
り
仲
間
と
共

に
築
い
て
き
た
林
業
生
産
技
術
の

向
上
の
為
の
取
り
組
み
、
全
国
に

先
が
け
て
の
間
伐
材
魚
礁
の
開

発
、
都
市
と
の
交
流
等
が
認
め
ら

れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。 

 

山
口
で
第
１
号
　
農
家
民
宿 

　
農
家
民
宿
「
樵
屋
」
を
開
業
し

た
き
っ
か
け
は
、
秋
の
収
穫
の
後

の
白
松
家
恒
例
の
子
ど
も
た
ち
と

の
（
２
男
１
女
）
家
族
旅
行
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
２
泊
３
日
の
宿

泊
旅
行
を
ケ
ガ
を
す
る
ま
で
１４
年

間
毎
年
続
け
、
１
泊
は
ワ
ゴ
ン
車

の
中
で
の
車
中
泊
、
も
う
１
泊
は

民
宿
に
宿
泊
。
農
繁
期
は
ど
ん
な

に
人
手
が
あ
っ
て
も
足
り
な
い
、

朝
早
く
か
ら
夕
方
お
そ
く
ま
で
の

作
業
と
な
り
子
ど
も
た
ち
に
も
何

か
と
我
慢
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
「
子
ど
も
た
ち

へ
の
ご
褒
美
の
家
族
旅
行
で
し
た

が
、
特
に
家
族
み
ん
な
で
の
ん
び

り
過
ご
し
た
民
宿
の
雰
囲
気
に
心

身
と
も
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
現
役

を
退
い
た
ら
夫
婦
で
こ
う
し
た
民

宿
を
経
営
す
る
の
が
夢
で
し
た
」。 

　「
農
家
民
宿
の
最
大
の
魅
力
は

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
、
ま
ず
は

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」、
お

腹
か
が
す
い
た
ら
旬
の
山
の
幸
を

満
喫
。
食
材
調
達
は
ご
主
人
の
仕

事
。
若
い
頃
か
ら
の
経
験
で
「
こ

こ
に
行
け
ば
あ
の
食
材
が
…
」。

料
理
は
奥
さ
ん
の
紀
志
子
さ
ん
の

出
番
。
山
菜
料
理
が
中
心
で
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
味
が

基
本
で
す
。
若
い
世
代
の
お
客
さ

ん
に
は
お
嫁
さ
ん
の
意
見
を
聞
い

た
り
」、
家
族
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。 

 

板
１
枚
、
釘
１
本
を 

　
農
家
民
宿
の
も
う
１
つ
の
魅
力

は
農
業
や
林
業
の
体
験
。
野
菜
の

収
穫
体
験
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

春
に
は
山
菜
狩
り
、
夏
に
は
間
伐

体
験
や
木
工
教
室
、
秋
に
は
き
の

こ
狩
り
、
親
子
ふ
れ
あ
い
の
場
で

は
「
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
や
竹
筒
め

し
」
体
験
な
ど
。
阿
武
町
版
の
体

験
交
流
は
「
本
物
を
体
験
・
実
感

で
き
る
こ
と
」。「
間
伐
体
験
で
も

プ
ロ
の
指
導
の
も
と
本
物
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
使
い
、
ひ
と
か
か
え
も

あ
る
木
材
を
実
際
に
切
る
事
も
で

き
ま
す
」。
今
後
は
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
仲
間
と
共
に
「
絵
付

け
教
室
」
や
「
パ
ン
工
房
体
験
」、

「
漁
業
体
験
」
等
と
の
連
携
も
考

案
中
で
す
。 

　
特
に
「
化
学
物
質
過
敏
症
患

者
」
も
住
め
る
村
「
あ
っ
た
か
村
」

を
展
開
中
で
、
代
表
で
も
あ
る
白

松
さ
ん
の
合
言
葉
は
「
村
に
来
た

か
ら
に
は
板
１
枚
、
釘
１
本
を
打

っ
て
帰
ろ
う
。
そ
れ
が
、
あ
な
た

が
村
に
来
た
証
だ
か
ら
」。 

　
お
客
さ
ん
と
の
交
流
は
都
会
か

ら
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
り
ま

す
。
そ
の
貴
重
な
情
報
源
を
ア
イ

デ
ア
へ
と
結
び
付
け
て
ゆ
く
交
流

・
滞
在
・
定
住
へ
仕
掛
け
人
の
腕

の
見
せ
所
は
こ
れ
か
ら
で
す
。 

 

ゆ
っ
た
り
、の
ん
び
り
、本
物
の
体
験 

農
家
民
宿
「
樵
屋（
き
こ
り
や
）
」 

オーナーオーナー 
白松　博之さんさん 
オーナー 
白松　博之さん 

■所 在 地 

　阿武町大字宇生賀４００９  

■宿泊料金 

　１泊２食 お一人５５００円～ 

　（子ども４０００円） 

■予約・問い合わせ 

　☎０８３８８ー５ー０１３８ 

　http://www.haginet.ne.jp/ 

　users/kikori/

白松博之さんと奥さんの紀志子さん 
後ろに「樵屋（きこりや）」の看板が 
見える。 

プロフィール 
１９４６年９月１１日生まれ。山林２１ha、水稲１.２ha、野菜
４.５haを経営  山口県指導林業士、元阿武萩森林組合理
事、元山口大学非常勤講師、山口県立大学非常勤講師
（文化人類学環境問題）、阿武町林業振興会副会長兼事
務局、㈲あったか村代表取締役、１９９８年５月、枝打ち
作業中転落事故に遭い、現在車いすで活動中、２００５年
７月、山口県第１号農家民宿「樵屋」を開業。 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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１
月
２０
日
　
萩
市 

１９
チ
ー
ム
・
７６
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
個
人
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
小
野
智
彦（
上
　
郷
） 

★
準
優
勝
　
田
原
　
肇（
新
　
生
） 

★
第
３
位
　
長
嶋
　
司（
森
見
藤
） 

  

【
個
人
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
岡
　
隆
子（
新
　
田
） 

★
準
優
勝
　
中
野
洋
子（
伊
　
豆
） 

★
第
３
位
　
梅
田
直
美（
上
　
万
） 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
小
野
Ｓ 

★
準
優
勝
　
き
ら
ら 

★
第
３
位
　
い
ら
お
っ
ち 

★
月
例
賞
　
西
村
フ
ァ
ミ
リ
ー 

★
Ｂ
Ｂ
賞
　
森 

     

１
月
１７
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
２９
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
中
村
晶
男（
　
郷
　
） 

★
準
優
勝
　
柳
井
宣
政（
平
　
原
） 

★
第
３
位
　
光
永
哲
男（
　
郷
　
） 

【
レ
デ
ィ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
金
崎
文
子（
尾
　
無
） 

★
準
優
勝
　
近
藤
利
津
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
部
田
） 

★
第
３
位
　
恵
美
奈
美
智
代 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
元
　
浦
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

★
優
　
勝
　
茂
刈
好
見（
惣
郷
上
） 

★
準
優
勝
　
西
村
忠
久（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
西
村
弘
義（
　
郷
　
） 

  

個
人
の
部
　
小
野
さ
ん
 

　
　
　
2
年
連
続
優
勝 

福
賀
地
区
 

新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

 

ゴ
ー
ル
ド
の
部
は
 

　
　
茂
刈
さ
ん
が
優
勝 

宇
田
郷
地
区
「
2
0
0
8
新
春
」
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

 
　　　福賀地区の研修会などで、「自治会制度と地域づくり」のテーマで研修会が開催されていますが、
実際に自治会制度はどういった仕組みで、具体的にはいつから移行されるのですか。（福賀地区・匿名希望） 
 
 
　　　現在の駐在員制度は、町からの情報を一方的にお伝えするだけのものですが、町が現在目指してい
る自治会制度は、助け合いの精神に基づく自主的な任意の組織として、自分たちで出来ることは自分たち
で行おうとする、町と自治会がパートナーとしてお互いに安心で住みやすい町づくりを目指します。例え
ば、一人暮らしのお年寄り世帯が増えたり、空き家が増えたり、防災の面で不安があったりします。 
　こうした問題を部落の中で話し合って解決を目指したりするものです。その話し合いの仕組みについて
も、考えていくことになります。 
　これから、今の問題点や自治会制度の利点などを話し合う、部落代表者会議や各集落での説明会、研修会
などを予定しています。皆さんとともに、よりよい制度になるように話し合いを進め、移行したいと考えます。 

※これからも、疑問や質問などがありましたら、役場などの各担当がお答えしますので、お手紙やFAX、
　メールなどでお寄せください。 
　受付窓口：役場総務課☎2－3111　FAX 2－2090　Eメールkikaku@town.abu.yamaguchi.jp

まちの疑問・質問に担当者がお答えする 
なんでも広報相談室コーナー 

Ｑ Ｑ 

Ａ Ａ 

自治会制度はどんな仕組みで、いつから移行されるの？

これから部落説明会などを行い、よりよい制度を目指します！

まちの
ハテナ

？

表彰席

団
体
優
勝
の
小
野
S

個
人
優
勝
の
小
野
さ
ん 

(

左)

と
岡
さ
ん 

入
賞
し
た
皆
さ
ん 
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教育のひろば  

　阿武町では、放課後子ども教室を各地区で実施しています。

　毎週水曜日の午後に、学年を問わず宿題やスポーツ、工作などをみんなで一緒に楽

しく行っています。

奈古放課後子ども教室�
　児童クラブと一緒に活動しています。（児童クラブ

19人、子ども教室13人）自分たちでカルタを作った

り、グラウンドゴルフなどのニュースポーツをしてい

ます。

福賀放課後子ども教室�
　公民館や体育館などで活動しています。(児童21人)

公民館の周りを散歩しながら草花をつんでフラワーア

レンジメントを作ったり、スライムを作ったり、体育

館でスポーツをしたりしています。

宇田郷放課後子ども教室
　公民館などで活動しています。(児童14人)牛乳パッ

クでサイコロを作ったり、ニュースポーツをしたり、

全員でゲームをしたりしています。

　各地区とも、指導者の方々が非常に熱心に指導され

ていて、児童も毎週水曜日を楽しみにしているようで

す。また、高学年のお兄さんお姉さんが低学年の面倒

をよくみています。

　今後も放課後子ども教室を実施していきます。新年度の児童の募集も小学校を通じ

て行います。

　また、一緒に児童と過ごしていただける方を随時募集しています。自薦他薦は問い

ませんので、教育委員会へご連絡ください。

指導者から一言　宇久　小田千菊さん
　子どもたちからエネルギーをもらい、子どもたちの世界を発見させてもらっていま

す。フッともらす言葉にあいづちの打てる幸せを感じています。

放課後子ども教室のお問い合わせ先　教育委員会　☎２－０５０１

放課後子ども教室を行っています。放課後子ども教室を行っています。放課後子ども教室を行っています。

フラワーアレンジメントや
スポーツ

カルタやニュースポーツ

サイコロ作りやゲーム

町民センター２階和室 

福賀のうそんセンター 

宇田郷ふれあいセンター 
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シリーズ　奈古高はいま 

鉢植えの基礎知識 花壇植えの草花管理
　本校では長年にわたりシクラメンを栽培し、消費者
の皆様に販売をしてきました。シクラメンは、１年限
りの花ではなく、うまく管理すれば、何年でも楽しめ
る花です。今回、簡単な栽培知識として、育て方を掲
載したいと思います。

●種まき　９月下旬～10月中旬
　播種する箱を用意し、なるべくきれいな用土を、
深さ３～４cmになるように準備します。たっぷ
りかん水後、播種し覆土を種子が隠れるくらいにか
け、軽くかん水します。その後、乾燥防止のために
新聞紙などで被覆します。

●鉢上げ
　本葉が、２枚程度になり、少し球根ができた頃に
7.5～9cmの鉢に、水はけのよい土で植えます。こ
のとき、球根が全部隠れないように調整します。球
根が隠れると、腐ってしまうことがあるので注意し
ましょう。

●鉢替え
　基本的には、鉢に根が張り、
鉢土が崩れない状態になれば、
一周り、大きめの鉢に植え替え
てやります。本校では、７月下
旬頃に12～15cmに、10月頃に
18cmに鉢替えします。

●葉組み
　姿を美しく見せるために、10月くらいに葉の茎
が交差しないように順番に並べて形を整えます。

●水やり
　少し乾かし気味になるように管理します。球根部
に水分が多いと病気が発生しやすいので気をつけま
しょう。できれば底から水を吸わせる方法もありま
す。

●置き場所
��風通しのよい涼しい場所。特に夏場の高温では休
眠してしまうので、注意が必要です。花が咲き始め
たら窓辺などの少し日が差し込む所に置きます。夜
間は冷え込まない場所に置きます。

●肥　料
　１週間～２週間に１回液肥（やや薄め）をやりま
す。固形の肥料であれば鉢の大きさに合わせて月に
１回施肥します。

★ 知っておくと役立つ ★
①花をたたくと花粉が落ちます。すると花びらが
落ち、種ができます。

②２年目も咲かせたいときは、株が弱りだしたら、
花、葉を根本からむしり取り、風通しのよい場
所で放置します。新芽が出始めてから植え替え
し、管理していきます。

��シクラメンは１年草ではありません。ちょっと
コツを見つけるだけで、何年も栽培することがで
きます。是非、チャレンジしてみてください。

　本校では、毎年春に、サルビア、
マリーゴールド、ペチュニア、ニ
チニチソウなど、秋には、パンジ
ー、ビオラ、キンセンカ、ノース
ポール、葉ボタンなどの苗を販売
しています。

●土作り
　草花は基本的には、排水性のよい土に植えること
を心がけましょう。堅く締まる土では、根が伸びて
いかず生長を妨げる原因となります。有機質（腐葉
土、バーク、堆肥）などを混入した土作りをしまし
ょう。

●肥　料
　元肥は、少なめに施すようにします。多く施すと、
根が焼ける原因になったりする恐れがあります。定
期的（１ヶ月に１回程度）に追肥として適量を施す
方が有効です。

●植え付け
　あまり土が乾きすぎない状態のときに植えるのが
いいと思われます。乾きすぎると植え付け後にたっ
ぷりかん水しても土の下部まで水が染み込まないこ
とになりますので注意が必要です。また植え付け間
隔は２５cm位を目安にしますが、大きくしたい場
合は少し広めにすることも必要になります。ただ
し、広すぎると株の競争性がなくなり、生長が進ま
ないこともあります。

●育て方
　そのまま生長させてもかまいませんが、株を安定
させるためと、花を多く着けるために早めに芯を摘
んでやることも必要です。

●水やり
　植え付け後、数日はたっぷり
かん水をします。（１日１～２
回）その後は乾けばやるくらい
にします。ただし、株元にでは
なく、株の周りにやるようにし
ましょう。（根が広がっていく
ために）

●開花後の管理
　株を長持ちさせるために、少し手間はかかります
が、花が枯れ始めたら摘み取って次の開花を促しま
す。そのままにしておくと、見た目も悪くなり、種
ができると株が弱り葉の色も落ちてきたりします。
次の開花時期の目安として、品種により差はありま
すが、20日程度を考えたらいいと思います。
　最近は、園芸店などでも、苗物が早くから出回っ
ています。花を見ると早くから植え付けをしたくな
るものですが、植物にも生育に適した環境がありま
す。土作りから、肥料、水やり、気温などを知って
こそ草花をきれいに咲かせることができ、長く鑑賞
することができると思います。花のある環境はすば
らしいものです。ちょっとした知識を得ることでも
っと楽しく園芸を楽しみましょう。

シクラメンの育て方 シクラメンの育て方 
奈古高“秘伝”の技を伝授 



12

元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 
（４つのかけら）　　※今月は3ピースです。

フォー 

　鼻みずが出る、頭が痛いなど
風邪のひき始めは、体を冷やさ
ないことが大切です。温かい食
事や飲み物で体の内側から温め
ましょう。消化のよい、温かい
汁物がおすすめです。 
 
 
 

　高熱や喉の痛みがある時は、食
欲が落ちることもあるので、無理
に食べなくてもかまいません。 
　ゼリーやヨーグルトなどの食べ
やすいものを選んだり、水補給に
お茶やイオン飲料を飲むのもおす
すめです。 
 

 
　回復期には食欲が出てきても胃腸が弱っている
こともあります。発熱による消耗したエネルギー
を補給するためには消化がよく、胃腸にも負担の
少ない、炭水化物を中心とした食事がおすすめで
す。 

　耳に関心をもち、耳の病気のことだけでなく、健
康な耳をもっていることへの感謝をし、健康な耳を
もつことの大切さを知ることを目的としています。 
　また、耳の不自由な人々の悩みを少しでも解決し
たいという願いも込められています。 
 

　「音を聞く」ことの他に、平衡感覚、耳の中の空
気圧を調整する働きなども行っています。 
 

　「耳が遠くなったのは、年のせい･･･」とあきら
めていませんか？ 
　聴力は、40歳を越える頃から低下し、50歳頃か
ら急激に落ちてきます。60歳を過ぎると、会話の
不便さを感じ始めます。しかし、聴力の低下の進行
状況は、個人差が大きいと言われています。 
　しばしば聞き違いをしたり、聞き返しが多く、会
話に不便を感じている場合は、補聴器をつけること
である程度の不便さは改善できます。 
　また、老人性難聴の他にも、耳あかがたまってい
たり、中耳炎などの治る病気のこともあるので、「年
のせい･･･」とあきらめず、まずは、耳の専門医、
耳鼻科医に相談してみましょう！ 

3月3日は“耳の日”　 
3月は『耳に関心をもち、 
耳をいたわろう！』月間です 

原田保健師 

風邪のひき始めは体を温める食事を 

風邪の症状がピークになったら 
水分補給を中心に 
 

治りかけの回復期には消化のよい炭水化物を 

風邪をひいたときの食事 

”ステップ エアロビクス”参加者大募集!”ステップ エアロビクス”参加者大募集!

耳の日って？ 

耳は働きもの 

聞こえの悪さを感じたら、まずは耳鼻科の受診を!

石川栄養士 

木原保健師 

 
 

※どの会場も“見学・体験”大歓迎です！　会場でお会いしましょう♪ 

リフレッシュ! 仲間づくり ストレス発散!

日　時

場　所

連絡先

奈古地区

『エアロビクスクラブ』 

原則 第１・３金曜日

20:15 ～ 21:15

町民センター

多目的ホール

網本（東　方）☎2-3222

桶屋（西の１）☎2-3209

福賀地区

『福賀エアロビクス』 
 

毎週木曜日(月4回)

19:30 ～ 20:30

のうそんセンター

多目的ホール

長嶺（中村）

☎5-0705

宇田郷地区

『エアロクラブ』 
 

毎週月曜日(月4回)

19:30 ～ 20:30

ふれあいセンター

多目的ホール

宇田郷公民館

☎4-0211

やせたい 
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交
通
災
害
共
済
は
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
掛

け
金
を
出
し
合
い
災
害
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を

支
払
う
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
 

　
道
路
で
の
自
動
車
、
原
付
自
転
車
、
自
転
車
の
事

故
だ
け
で
な
く
、
航
空
機
、
船
舶
で
起
き
た
事
故
の

場
合
も
該
当
し
、
最
高
１
０
０
万
円
の
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

　
掛
金
は
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
及
び
７０
歳
以
上

の
方
が
３
０
０
円
、
そ
の
他
一
般
の
方
が
５
０
０
円

で
す
。
 

　
現
在
、
平
成
２０
年
度
分
の
加
入
と
り
ま
と
め
を
、

各
駐
在
員
さ
ん
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
申
込
書
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
配
り
し
ま
す
の

で
、
詳
し
い
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
加
入

く
だ
さ
い
。
 

 　
ま
た
、
町
で
は
交
通
災
害
共
済
会
費
と
広
報
無
線

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
全
加
入
者
に
口
座
振
替

の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
は
役
場
総
務
課
（
☎
２
―
３

１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

     　
奈
古
地
区
簡
易
水
道
は
今
年
４
月
か
ら
各
戸
へ
給

水
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
戸
の
水
道
管
宅
内
工
事

を
行
う
に
は
、「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
」
の

免
許
の
あ
る
業
者
で
な
い
と
工
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
 

　
阿
武
町
内
の
給
水
装
置
の
指
定
業
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

　
阿
武
建
設
㈱
　
　
☎
２
―
３
３
３
０
 

　
水
津
設
備
　
　
　
☎
２
―
２
７
６
９
 

　
中
電
工
㈱
阿
武
出
張
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
―
２
１
１
７
 

　
扶
桑
建
設
工
業
㈱
山
口
営
業
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
―
２
９
８
９
（
５０
音
順
）
 

　
そ
の
他
、
萩
市
等
の
業
者
で
も
「
給
水
装
置
工
事

主
任
技
術
者
」
の
免
許
が
あ
れ
ば
施
工
で
き
ま
す
。
 

　
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
施
設
課
（
☎
２
―
３
１
１

２
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

新・岡田橋団地4戸の入居者募集 
　施設課では、奈古・岡田橋に新たに建設中の町営住宅の
入居者を次のとおり募集します。入居可能日は４月１日です。 
◆団 地 名　岡田橋団地 
◆場　　所　奈古駅裏 
◆戸　　数　４戸 
◆間 取 り　３ＬＤＫ（木造２階建、約１０畳ダイニング・リビ
　ング・キッチンに６畳の和室と６畳・４.５畳の洋間、各１室） 
◆受付期間　２月２９日（金）まで 
◆入居資格　収入基準の該当する方（※現在、既設の町営住宅
　へ入居されている方の申し込みは、受付けることができませ
　ん。） 
◆受付詳細 
　役場施設課 
　（☎２－３１１２） 

建設中の 
岡田橋団地 

 

　旧軍人等で恩給等を受けていない
恩給欠格者、戦後、旧ソ連邦又はモ
ンゴルに強制抑留された方、終戦に
伴い本邦以外の地域から引揚げてこ
られた方の「ご本人」に、あらため
て慰藉の念を表すため内閣総理大臣
名の「特別慰労品」を贈呈していま
す。 
　過去に内閣総理大臣名の書状を受
けられた方も、書状を受ける資格が
あったにもかかわらず、請求されて
いない方も対象です。 
　請求書は、役場民生課及び各支所
においてあります。 
　請求期間は、平成２１年３月３１日
までです。 
 
 
 
 
 
 
◆資格要件などのお問合せ 
　平和祈念事業特別基金  
　（無料電話）０１２０－２３４－９３３ 
　〈月～金 9:15～17:15 (土日祝休）〉 
　ホームページ 
　http://www.heiwa.go.jp 

安
い
掛
け
金
で
大
き
な
保
障
 

交
通
災
害
共
済
の
ご
案
内
 

5
0
0
円
で
最
高
1
0
0
万
円
 

奈
古
地
区
簡
易
水
道
加
入
 

予
定
者
の
皆
さ
ん
は
宅
内
 

工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

恩給欠格者、 
戦後強制抑留者、 
引揚者の皆様へ 

い　しや 

恩給欠格者 
戦後強制抑留者 
引　揚　者 

旅行券等引換券など 
旅行券等引換券など 

銀　　杯 
 

◆対象者及び特別慰労品 



   　
軽
油
引
取
税
は
、
道
路
の
整
備
・
改
修
な
ど
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の

税
金
で
す
。
道
路
を
走
行
し
な
い
農
林
業
用
の
機
械
や
漁
船
な
ど
で
使
用

す
る
軽
油
に
は
、
免
税
証
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
を
 

受
け
た
場
合
に
限
り
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

 ◆
対
象
者
　
農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
方
 

◆
対
象
に
な
る
軽
油
 

　
○
次
に
揚
げ
る
機
械
の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油
 

　
動
力
耕
う
ん
機
、
そ
の
他
の
耕
う
ん
整
地
用
機
械
、
 

 
栽
培
管
理
用
機
械
、
収
穫
調
整
用
機
械
、
植
物
繊
維
用
機
械
、
畜
産
用

　
機
械
、
製
材
機
、
集
材
機
、
積
込
機
 

　
○
船
舶
（
漁
船
）
の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油
 

◆
免
税
手
続
き
 

　
①
あ
ら
か
じ
め
県
税
事
務
所
に
申
請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の

　
交
付
を
受
け
ま
す
。（「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
は
２
年
以
内
の
有
効
期

　
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。） 

　
②
そ
の
使
用
者
証
を
示
し
て
、
必
要
な
数
量
だ
け
「
免
税
証
」
と
引
き

　
換
え
に
免
税
軽
油
を
引
き
取
り
ま
す
。
 

　
③
「
免
税
証
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
販
売
業
者
か
ら
「
免
税
証
」
と
引

　
き
換
え
に
免
税
軽
油
を
引
き
取
り
ま
す
。
 

　
④
「
免
税
証
」
に
よ
り
免
税
軽
油
を
引
き
取
っ
た
事
実
や
そ
の
数
量
な

　
ど
を
記
載
し
た
報
告
書
を
県
税
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。
 

◆
免
税
額
 

　
税
率
は
軽
油
１
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
３２
・
１
円
で
す
。 

　（
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
）
 

　
例
え
ば
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
使
用
す
る
場
合
 

　
　
３２
・
１
円
×
１
０
０
０
㍑
＝
３
２
１
０
０
円
が
免
税
と
な
り
ま
す
。
 

◆
お
問
合
わ
せ
先
 

　
萩
県
税
事
務
所
　
　
　
　
　
　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
３
１
１
１
 

　
萩
農
林
事
務
所
企
画
振
興
室
 
☎
０
８
３
８
―
２２
―
４
８
０
０
 

　
萩
水
産
事
務
所
 
　
　
　
　
　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
３
３
７
７
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  阿武町農業委員会では、農作業標準料金と小作料を次のとおり決めましたので、参考にしてください。
標準料金についての詳しいことは、阿武町農業委員会（役場経済課内☎２－３１１４）にお問い合わせくださ
い。 

平成２０年の農作業標準料金と小作料が決定
参考としてご利用ください

（単位：円） 

荒 起 こ し 
く れ 返 し 
しろかき（荒） 
しろかき（植） 
箱　育　苗 
田　植　え 
防　　　除 
刈取・脱穀 
刈　　　取 
脱　　　穀 
調　　　整 

乾　　　燥 
調　　　整   
農作業賃金 

 

農地の区分 

単　位 

１０アール 
〃 
〃 
〃 
１　箱 
１０アール 
〃 
〃 
 
〃 
 

１　俵 
（６０Kg） 

 時　間 

　７，０００ 
　４，７００ 
　５，０００ 
　６，０００ 
　　　 

　６，０００ 
　３，０００ 
２０，０００ 

 
３９，０００ 

 
生 も み 
半乾もみ 
もみすり 
最　　低 

５，５００ 
４，０００ 
３，５００ 
　４，５００ 

 
５，５００ 
２，８００ 
１６，０００ 

 
３０，０００ 

 
１，８００ 
１，３００ 
９００ 
７００ 

トラクターまたは耕耘機 
　　　　　〃 
　　　　　〃 
　　　　　〃 
箱は別、ほ場渡し 
田　植　機 
動力噴霧機（薬剤は別） 
コンバイン 
コンバイン 
乾　　　燥 
も み す り 
 
乾燥、もみすり 
 
－ 

備　　考 作　　業 
種　　目 圃　　場 

未整備田 
圃　場 
整備田 

料　　　金 
 

７５０ 

小作料標準額表（１０アール当たり） 
 
上　田 
中　田 
下　田 

小作料の標準額 
１２，０００円 
　６，０００円 
　３，０００円 
　

備　　　　　　考 
その農地の生産量が５１０Kg以上見込まれる水田 
その農地の生産量が４２０Kg以上５１０Kg未満が見込まれる水田 
その農地の生産量が４２０Kg未満見込まれる水田 

農
林
漁
業
者
の
方

　
　
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
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女
と
男
の
一
行
詩 

子
育
て
は
パ
パ
マ
マ
の
手
あ
り
目
あ
り
心
あ
り
て 

ひ
と 

ひ
と 

　基礎年金番号に結びついていない約５０００万件の記録について、平成１９年１１月からコンピューター
による名寄せ作業を開始し、その結果、皆様の基礎年金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出
てきた方には、平成２０年３月までに、「ねんきん特別便」を順次お送りいたします。  
　それ以外のすべての皆様の方にも、順次「ねんきん特別便」をお送りいたしますので、お待ちくだ
さい。 
　　●年金受給者の方々へは、平成２０年４月から５月までの間に。 
　　●現役加入者の方々へは、６月から１０月までの間に。 
 
　「ねんきん特別便」によるご本人様のご確認及びお手続きを経て、はじめて記録を結びつける
ことができます。 
　お手数をおかけいたしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身の年金
記録に記載もれや誤りがないかをご確認の上、必ずお手続きくださいますようお願いいたします。  

「ねんきん特別便」をお送りします。 
～あなたの年金記録の確認をお願いいたします～ 

社　会 
保険庁 

詳しく下の図をご覧ください。



２月２4日（日） 

    

▼
募
集
種
目
　
予
備
自
衛
官
補
（
一

　
般
公
募
、
技
能
公
募
） 

▼
資
格
　
①
一
般
公
募
１８
歳
以
上
３４

　
歳
未
満
の
者
②
技
能
公
募
１８
歳
以

　
上
で
５３
歳
〜
５５
歳
未
満
の
者
で
衛

　
生
・
語
学
・
整
備
・
情
報
処
理
・

　
通
信
・
電
気
・
建
設
の
区
分
で
国

　
家
免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
者 

▼
受
付
期
間
　
４
月
１４
日（
月
）ま
で 

▼
試
験
日
時
　
４
月
１９
日（
土
）〜
２１

　
日（
月
） 

▼
採
用
　
採
用
候
補
者
名
簿
に
記
載

　
さ
れ
順
位
上
位
か
ら
採
用
と
な
り

　
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
萩
地
域

　
事
務
所 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
２
４
０
９ 
 

     

　
奈
古
・
釜
屋
の
「
お
お
も
と
花
公

園
」
で
は
記
念
樹
の
オ
ー
ナ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

　
結
婚
や
お
子
さ
ま
の
誕
生
、
銀
婚

式
や
還
暦
な
ど
の
記
念
に
„
あ
な
た

の
記
念
樹
“
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か

！？ ▼
時
期
　
３
月
下
旬（
予
定
） 

▼
料
金
　
桜
で
１
万
円
程
度 

　（
管
理
費
込
み
） 

▼
〆
切
　
３
月
１０
日（
月
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
役

　
場
経
済
課
（
☎
２
―
３
１
１
４
）

　
及
び
、
お
お
も
と
花
公
園
管
理
組

　
合
代
表
　
河
野
幸
彦
（
☎
２
―
２

　
０
０
５
） 

 

     

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も
適

切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
。 

▼
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

　
タ
ー
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４ 

　
平
日
９
時
〜
２１
時
・
土
曜
９
時
〜

１７
時
　
※
日
曜
・
祝
日
除
く 

　
収
入
の
少
な
い
方
に
は
契
約
弁
護

士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無
料
法

律
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
民
事
法

律
扶
助
制
度
） 

▼
無
料
法
律
相
談
日
　
毎
週
月
曜
日 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分 

▼
予
約
先
　
法
テ
ラ
ス
山
口 

　
☎
０
５
０
│
３
３
８
３
―
５
４
９
０

　（
月
曜
〜
金
曜
９
時
〜
１７
時
　
※

　
土
・
日
・
祝
日
除
く
） 

     

　
中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度 

　
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る
従
業
員

さ
ん
の
死
亡
・
障
害
・
入
院
・
住
宅

災
害
な
ど
の
事
態
に
対
し
て
保
障
し

ま
す
。
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
校
入
学
祝
に
も
保
障
し
ま
す
。 

▼
特
典
　
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め

　
に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合

　
は
、
税
法
上
は
損
金
又
は
必
要
経

　
費
と
し
て
算
入
出
来
ま
す
。 

                            

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
経
済
課 

　
☎
２
―
３
１
１
４ 
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休日当番医

お し ら せ 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

「
ま
あ
上
手
！
」
ほ
め
て
み
る
の
も
一
案
だ 

ひ
と 

ひ
と 

まちの笑顔 
(^o^) 法

的
な
困
り
ご
と
は
 

法
テ
ラ
ス
へ
 

　
　
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
 

„
あ
な
た
の
記
念
樹
“ 

　
 
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
！
 

悩
み
・
相
談

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
 

募
　
集

みどり保育園もちつき大会で 
もちを丸める（？）園児 

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
 

　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か
 

共
　
済

３月２日（日） 

３月９日（日） 

３月１６日（日） 

３月２０日（木） 

１　　型 
２　　型 
３　　型 

４　　型 
 

高齢者型 

ファミリー型 

県内に住所又は勤務先が 
ある中小企業の勤労者で 
契約発効日の前日まで健 
康な方（事業所加入される場 
合は、事業主も加入できます） 

 
１型～４型に加入してい 
る本人、配偶者及び子供 

 
満15歳以上、満65歳未満 

 
満15歳以上、満50歳未満 

（満55歳になるまで継続加入できます） 
満65歳以上、満71歳未満 
0歳以上、満65歳未満 
（子供は満25歳未満） 

1,450円 
1,900円 
1,500円 

2,000円
 

 
1,450円 

1,500円 

1,240万円 
1,480万円 
1,720万円 

1,000万円
 

 
1,100万円 

1,200万円 

型　　種 対　象　者 加　入　年　齢 月掛金 
（1人） 

交通事故死亡 
の給付金額 

お
お
も
と
花
公
園

お
お
も
と
花
公
園

お
お
も
と
花
公
園
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阿武町の人口と世帯数 （１月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,560（－11） 

　779（ 1 ） 

　740（－ 6） 

4,079（－16） 

世帯数 

　968（－ 2） 

　329（ 1 ） 

　330（－ 1） 

1,627（－ 2） 

町の異動 

転入　 5 

転出　10 

出生　 1 

死亡　12

１月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

107 
（117） 
1 
（3） 

15 
（15） 
1 
（0） 

0 
（0） 
0 
（0） 

1 
（0） 

15 
（13） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

朝
食
　
夕
食
　
お
弁
当
　
我
が
家
で
は
父
味
　
母
味
　
日
替
わ
り
で 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］

かぶの葉　４個（200g）

油あげ１枚、サラダ油大さじ１／２

だしカップ1／2、しょう油大さじ1と1／2

砂糖・しょう油・みりん　各小さじ１

［作り方］

①かぶの葉は３cmの長さに切る

②油あげは熱湯をかけて油抜きし、縦半分に切

ってから、１cm幅に切る。

③鍋に油を熱し①②を炒める。　を加え２～３

分煮る。火を止めて少しおき、味を含ませる。

　残り物で出来る無駄なし簡単おかずです。

かぶの葉の煮浸し

わ
たし
の食改料理

簡単にできる朝ごはん

宇久

小田貞子さん

町 内 の 求 人 情 報  ２月８日現在 2月分 

会　　社　　名 
小田建設（株） 

（株）ナベル山口工場 
山口県立奈古高等学校 
山口県立奈古高等学校 
山口県立奈古高等学校 

 
 

求人数 
1人 
1人 
1人 
1人 
1人 

年齢 
不問 
不問 
不問 
不問 
不問 

賃　　金 
１２０,０００円～２００,０００円 
１４０,８００円～１７６,０００円 

時給７７１円 
時給８８９円 
時給７７１円 

業　　種 
一般事務員 

ルート営業員又は営業事務員 
日々雇用農場員 
非常勤農場員 
事務補助員 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

いっしょに
話そう

毎月19日は 
トークの日＆食育の日 

家族そろって 
食事をしましょう 

県
立
山
口
高
校
通
信
制
課
程
 

　
　
　
　 

生
徒
を
募
集
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▼
募
集
種
目
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通
科
３
６
０
人
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衛
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看
護
科
４０
人
・
科
目
履
修
生

　
特
に
制
限
な
し 

▼
出
願
願
書
受
付
期
間
　
３
月
２４
日

　（
月
）〜
４
月
２
日（
水
） 

　
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で 

　
３
月
２９
日
・
３０
日
・
４
月
１
日
は

　
除
く
　 

▼
出
願
書
類
　
出
願
に
必
要
な
書
類

　
の
請
求
は
、
２
０
０
円
切
手
を
貼

　
っ
た
「
角
形
２
号
」
封
筒
を
同
封

　
し
て
申
し
込
む 

▼
検
査  

出
願
願
書
受
付
期
間
中
に

　
山
口
高
校
で
検
査
を
実
施
す
る 

○
検
査
内
容
　
面
接
・
作
文 

○
実
施
日
　
上
記
出
願
願
書
受
付
期

　
間
の
う
ち
、
出
願
手
続
き
の
た
め

　
に
登
校
し
た
日 

▼
そ
の
他
　
転
・
編
入
学
、
そ
の
他

　
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い 

▼
資
料
請
求
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い
合
わ
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７
５
９
ー
８
５
０
８
　
山
口
市
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米
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９
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山
口
県
立
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口
高
等
学
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信
制
課
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☎
０
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１
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
新
し
い
電

話
帳
を
お
届
け
す
る
際
に
古
い
電
話

帳
を
回
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さ
せ
て
い
た
だ
き
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れ
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新
し
い
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話
帳
の
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材
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と
す
る
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話
帳
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ル
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プ
・
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取
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組
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て
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す
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に
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け
し
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に
、
配
達
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に
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い
電
話
帳
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
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ま
た
、
配
達
し
た
際
に
ご
不
在
の

場
合
は
、
改
め
て
回
収
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
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な
お
、
お
届
け
内
容
や
配
達
冊
数

の
変
更
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
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月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
２／２１～３／２０ 

俳
　
句

思
い
出
の
消
え
て
古
刹
に
細
雪 

凍
て
鴨
に
水
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
け
り 

た
た
み
皺
な
で
て
日
の
丸
初
御
空 

床

柱

背

に

長

老

の

初

謠

 

懐
手
聞
い
て
お
り
し
か
眠
り
し
か 

し
ん
し
ん
と
朝
の
始
ま
る
樹
氷
か
な 

振
り
向
け
ば
波
音
ば
か
り
寒
椿 

真
夢
か
飛
び
起
き
ざ
ま
に
鵙
ひ
び
く 

こ
の
郷
に
凧
上
げ
る
子
の
二
三
人 

軒
下
の
氷
柱
が
迎
え
る
珈
琲
店 

受
け
付
け
に
一
輪
差
し
の
寒
椿 

樹
木
医
の
横
に
手
を
出
す
初
リ
ン
ゴ 

母
ほ
ど
の
忍
耐
は
な
し
梅
の
花 

銀
杏
の
葉
散
り
敷
く
寺
の
僧
若
し 

山
の
嶺
を
染
め
し
初
日
に
唯
祈
り 

松
飾
り
ふ
る
さ
と
竹
が
多
す
ぎ
る 

赤
い
糸
結
び
な
お
し
て
屠
蘇
を
酌
む 

背
の
山
の
雀
の
木
と
な
る
冬
立
木 

干
し
鰈
目
を
く
ぼ
ま
せ
て
風
の
中 

冬
銀
河
ば
あ
ば
ひ
と
り
で
運
べ
な
い 

ハ
モ
ニ
カ
の
音
ひ
ろ
が
り
て
冴
返
る 

墨
汁
の
大
筆
し
な
う
淑
気
か
な 

思
い
出
を
語
り
つ
づ
け
て
七
日
粥 

学
ぶ
事
伝
え
た
き
こ
と
冬
木
の
芽 

干
し
大
根
神
の
島
よ
り
風
も
ら
う 

海
鳴
り
の
追
い
か
け
て
来
る
枯
野
道 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

米
原
　
敏
男（
筒
　
尾
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

大
野
　
浩
水（
西
の
３
）

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

金
崎
　
藤
子（
元
　
浦
） 

田
中
　
お
福（
清
光
苑
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 
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祝 

　町内の写真やカメラの愛好家があぶフォト
倶楽部を立ち上げました。活動は月1回の月
例会を行いテーマに沿った写真を持ちより優
秀作品を選び出したり、楽しく自由に撮影技
術を磨き、仲間づくりをします。「下手の横
好き？の方を」大歓迎します。

◆お問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１

 

あぶフォト倶楽部

新コーナー 

出品作品は道の駅発祥交流館
ギャラリーに展示しています。

テ
ー
マ
「
自
由
の
部
」

タ
イ
ト
ル
「
ド
ウ
ド
ウ
の
滝
」

　
　
　
　
　
出
羽
直
之
（
萩
市
）
 

テ
ー
マ
「
正
月
」

タ
イ
ト
ル

「
せ
ー
の
、
よ
い
し
ょ
」

　
　
藤
村
憲
史
（
美
里
）

１月の優秀作品

さつき学級パソコン教室　9:00【町民センター】 
福賀高齢者教室　10:00【のうそんセンター】 
宇田郷若葉学級　9:00【ふれあいセンター】 
鳴き砂復活隊・清ケ浜清掃ボランティア　9:00【清ケ浜】 
ひよこクラブ　10:30【みどり保育園（本園）】 
食生活改善推進員養成講座　9:00【のうそんセンター】 
ふくし総合相談会　10:00【須佐老人憩の家】 
萩の食彩フォーラム　10:00【町民センター】 
さつき学級パソコン教室　9:00【町民センター】 
奈古寿齢大学２月講座　9:30【町民センター】 
言葉の交流会「ふきのとう」　10:00【町民センター】 
町議会運営委員会　9:00【委員会室】 
ふれあいいきいきサロン担い手座談会　9:30【町民センター】 
奈古婦人会総会　9:00【町民センター】 
阿武町選挙管理委員会　9:00【第一会議室】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
デイケア「青空会」　9:30  
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
さつき学級パソコン教室　9:00【町民センター】 
町議会定例会（１日目）9:00【議場】 
健康相談（福賀）9:30【のうそんセンター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
母子健康センター開放日　10:00【町民センター】 
阿武中学校卒業式　9:30【阿武中学校屋体】 
福賀中学校卒業式　10:00【福賀小中学校屋体】 
第１３回岡林信康コンサート　18:30【町民センター】 
阿武町バドミントン大会　9:00【体育センター】 
消防団員AED講習会　9:00【町民センター】 
生改連研究集会・総会　9:30【町民センター】 
民生委員児童委員協議会３月定例委員会　9:30【役場第一会議室】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
町議会定例会（２日目）9:00【議場】 
さつき学級パソコン教室　9:00【町民センター】 
宇田郷地区のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
福賀地区ストレッチ楽集会　9:30【のうそんセンター】 
宇田郷グラウンドゴルフ大会　19:30【宇田小グラウンド】 
心配ごと相談　9:00【町民センター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩市ボウリング場】 
福賀婦人会総会　9:00【のうそんセンター】 
阿武町文化講演会（島田洋七）14:30【町民センター文化ホール】 
行財政改革等特別委員会　9:00【委員会室】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
さつき学級パソコン教室　9:00【町民センター】 
奈古小学校卒業式　9:30【奈古小学校屋体】 
福賀小学校卒業式　9:30【福賀小中学校屋体】 
宇田小学校卒業式　9:30【宇田小学校多目的ホール】 
宇田郷婦人会総会　9:00【ふれあいセンター】 

こ
さ
つ

 

じ
わ 

は
つ
う
た
い 

と
　
そ も

ず 
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